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はじめに

このマニュアルでは、SunN1 Service Provisioning Systemソフトウェアを使用して、Sun
Java SystemApp Serverアプリケーションとファイルを取得して配備する方法について説明
します。

対象読者
このマニュアルの主な対象読者は、Sun Java SystemApp Serverの機能を SunN1 Service
Provisioning Systemソフトウェアに組み込もうとしているシステム管理者および SunN1
Service Provisioning Systemソフトウェアのオペレータです。このようなユーザーは、次の
ことに精通している必要があります。

� SunN1 Service Provisioning System製品
� UNIX®の標準コマンドとユーティリティー
� Sun Java SystemApp Server製品の一般的な概念と管理機能

お読みになる前に
まだ SunN1 Service Provisioning Systemソフトウェアに精通していないユーザーは、次のマ
ニュアルをお読みください。

� 『SunN1 Service Provisioning System 5.2システム管理者ガイド』
� 『SunN1 Service Provisioning System 5.2オペレーションとプロビジョニングガイド』
� 『SunN1 Service Provisioning System 5.2リリースノート』

マニュアルの構成
第 1章では、このプラグインソリューションの概要を説明します。

第 2章では、インストールや実行時の問題について説明します。

第 3章では、このプラグインをインストールして構成する方法について説明します。

第 4章では、このプラグインを通じて、アプリケーションとファイルを取得して配備す
る方法、およびこのプラグインによって提供される特定のコンポーネントタイプについ
て説明します。
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Sun以外のWebサイト
このマニュアルで参照している Sun以外のURLは、追加の関連情報を提供します。

注 –このマニュアル内で引用する Sun以外のWebサイトの可用性については、Sunは責任
を負いません。Sunは、これらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれらのサ
イト、リソースから利用可能であるコンテンツ、広告、製品、あるいは資料に関して一
切の責任を負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを経由して利用
できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って発生した (あるい
は発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や損失についても、Sunは一
切の責任を負いません。

マニュアル、サポート、およびトレーニング
SunのWebサイトでは、以下の追加情報を提供しています。

� マニュアル (http://jp.sun.com/documentation/)
� サポート (http://jp.sun.com/support/)
� トレーニング (http://jp.sun.com/training/)

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

はじめに
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザー
ズガイド』を参照してくださ
い。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、強
調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照し
てください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストがペー
ジ行幅を超える場合に、継続を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

� BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示してい
ます。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを指定
します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押します)。た
だし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは Control

キーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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Sun Java SystemApp Serverプラグインの概
要

この章では、SunN1 Service Provisioning Systemを使用して、Sun Java SystemApp Serverアプ
リケーションをプロビジョニングする一般的な方法について説明します。この章では、
次の内容について説明します。

� 11ページの「Sun Java SystemApp Serverプラグインの目的」
� 11ページの「Sun Java SystemApp Serverプラグインに含まれるもの」
� 12ページの「Sun Java SystemApp Serverプラグインを使用するための要件」

Sun Java SystemAppServerプラグインの目的
SunN1 Service Provisioning Systemソフトウェアは、Sun Java SystemApp Serverアプリケー
ションをサポートするための拡張機能を提供します。Application Serverアプリケーション
を参照サーバーから取得して、このアプリケーションの正確な構成方法を選択し、スタ
ンドアロン、管理、またはクラスタ化されたApplication Server環境に配備できます。

Application Serverを手動でインストールして配備する代わりに、プロビジョニングシステ
ムを使用すると、次のような利点があります。

� インストールと配備は、複数のホストに対してスケジューリングできます。

� すべてのアプリケーションおよび管理対象サーバーで、システムが行なったすべての
アクションのログを詳細に記録して報告できます。これらのログは完全な監査履歴で
あり、すべてのホストに行われたすべての変更が記録されます。

Sun Java SystemAppServerプラグインに含まれるもの
Sun Java SystemApplication Server Plug-In 3.0には、Sun Java SystemApp Serverアプリケー
ションを簡単に取得、構成、および配備するための、Sun Java SystemApp Serverに特有な
コンポーネントがいくつか含まれます。

1第 1 章
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Sun Java SystemAppServerプラグインを使用するための
要件

Sun Java SystemApp Serverプラグインを配備するホストは、次の要件に適合する必要があ
ります。

オペレーティングシステム Sun Java SystemApp Serverプラグインは、次のオペレー
ティングシステムで動作します。

� Solaris 8 (SPARC版)
� Solaris 9 (SPARC版)
� Solaris 10 (SPARC版)
� Solaris 9 (x86版)
� Solaris 10 (x86版)
� Redhat Enterprise Linux 2.1 Update 2
� Redhat Enterprise Linux 3.0 Update 1

ディスク容量 Solarisの場合、最小で 250Mバイトの空きディスク容量が必
要です (500Mバイトを推奨)。Redhat Enterprise Linuxの場
合、最小で 220Mバイトの空きディスク容量が必要です
(300Mバイトを推奨)。

RAM 最小 512Mバイト、推奨 1Gバイト

Java実行環境 J2SE 1.4.2_06または J2SE 5.0

Sun Java SystemApp Server Sun Java SystemApp Server 8.1 2005Q1または 2005Q2の製品お
よびスタンドアロンのインストーラファイル

Webサーバー サポートされているWebサーバーについては、『Sun Java
SystemApplication Server Enterprise Edition 8.1 2005Q1リリース
ノート』の「Web Servers」、または『Sun Java System
Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2リリースノー
ト』の「Web Servers」を参照してください。

Sun Java SystemApp Serverプラグインを使用するための要件
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Sun Java SystemApp Serverプラグインのリ
リースノート

この章では、Sun Java SystemApp Serverプラグインの最新情報、および既知の問題につい
て説明します。

この章では、次の項目について説明します。

� 13ページの「インストール上の問題」
� 13ページの「実行時の問題」

インストール上の問題
プラグインを使用した Sun Java SystemApp Serverのインストールの際に発生することが判
明している問題点はありません。

実行時の問題
次に、Sun Java SystemApp Serverプラグインを実行するときに発生することが判明してい
る問題を示します。

1つのドメインに複数のクラスタを作成している
とき、ロードバランサの構成ファイルが正しく更
新されない (6233520)
クラスタの起動時に、ロードバランサの構成ファイル loadbalander.xmlが更新されま
す。負荷均衡用に 1つ以上のクラスタが構成されている場合には、最後に起動したクラ
スタがロードバランサの対象クラスタになります。

2第 2 章
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クラスタを削除するとき、ロードバランサの構成
エントリが削除されない (6233521)
ロードバランサを使用するドメインでクラスタを削除する場合は、ロードバランサの構
成ファイル loadbalancer.xmlにあるそのクラスタのエントリは削除されません。クラス
タが削除されると、クラスタのエントリが loadbalancer.xmlファイルに残っていても、
エントリは使用されません。

クラスタまたはサーバーインスタンスの JDBCリ
ソースまたは JMSリソースを表示すると、ドメイ
ンのすべてのリソースが表示される (6235760)
指定したターゲット (クラスタまたはサーバーインスタンス名)への listJMSResourcesま
たは listJDBCResourcesタスクの出力には、そのクラスタまたはサーバーインスタンスが
動作しているドメインのすべてのリソースが表示されます。

createSamplesDomainを trueに設定しても、サン
プルドメインが作成されない (6239618)
Sun Java SystemApp Server 8.1の installHostの変数を設定する場合に、
createSamplesDomainを trueに設定しても、実際のサンプルドメインは作成されませ
ん。

N1Service Provisioning Systemが、デフォルトドメ
イン domain1のインストール時に指定された変数
の一部を使用しない(6400633)
Sun Java SystemApp Serverのインストール中に、Sun Java SystemApp Server domain1が作成
されますが、デフォルトドメイン domain1用に作成されるコンポーネントはありません。
ユーザーが、domain1を作成して、Sun Java SystemApp Server Installコンポーネントから入
力したものとは異なるポート番号を使用しようとする場合、domain1はすでに作成されて
いるために、このポート番号が使用できません。DASコンポーネントが正常にインス
トールされた場合でも、使用される変数は Sun Java SystemApp Server Installコンポーネン
トによるものです。

回避策:

1. DASコンポーネントにドメインを作成する場合は、domain1を使用しないようユー
ザーに要求します。

実行時の問題
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2. または、DASコンポーネントを使用して domain1を作成する場合には、Sun Java System
App Server Installコンポーネントで指定したものと同じポート番号を使用します。

アプリケーションサーバーのアンインストール時
に対象ホストからアプリケーションが完全に削除
されない (6369545)
クラスタ、管理対象サーバー、またはドメインを削除するときに、SunN1 Service
Provisioning Systemデータベースからアプリケーションが削除されません。

回避策:

クラスタ、管理対象サーバー、またはドメインを削除する前に、配備されているアプリ
ケーションコンポーネントが、SunN1 Service Provisioning Systemデータベースから削除さ
れていることを確認します。

実行時の問題
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Sun Java SystemApp Serverプラグインのイ
ンストールと構成

この章では、Sun Java SystemApp Serverプラグインをインストールして構成する方法につ
いて説明します。この章では、次の内容について説明します。

� 17ページの「Sun Java SystemApplication Serverプラグインの入手」
� 19ページの「SunN1 Service Provisioning Systemへの Sun Java SystemApplication Server
プラグインのインポート」

� 21ページの「アップグレード関連の注意事項」

Sun Java SystemApplication Serverプラグインの入手
Sun Java SystemApp Serverプラグインは、SunN1 Service Provisioning Systemソフトウェアに
対するプラグインとしてパッケージ化されています。プラグインは、JavaTMアーカイブ
(JAR)ファイルとしてパッケージ化されています。Sun Java SystemApplication Server
Plug-In 3.0用のプラグインファイルは、SunN1 Service Provisioning System 5.2 DVDまたは
SunDownload Centerから入手できます。

Sun Java SystemApp Serverプラグインを入手する手順は 2段階に分かれます。はじめに Sun
N1 Service Provisioning Systemコンテナプラグイン JARファイルが含まれたパッケージ
ファイルをシステムに追加する必要があります。そのあとに SunN1 Service Provisioning
Systemコンテナプラグイン JARファイルをマスターサーバーにインポートします。

パッケージファイルをシステムに追加すると、Sun Java SystemApplication Server Plug-In 3.0
は 2種類の JARファイルからインポートできます。状況に応じて、適切なファイルを選
択してください。

� Sun Java SystemApp Serverプラグインをはじめてインポートする場合は、
com.sun.sjsas81_3.0.jarファイルを使用します。

� 旧バージョンの Sun Java SystemApp Serverプラグインがすでにインポートされている
場合は、 com.sun.sjsas81_2.0_3.0.jarファイルを使用します。

1. 適切なOS (Solaris、Linux、またはWindows)用の JARファイルを含むファイルを追加
します。

3第 3 章
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� 18ページの「Solarisへの Sun Java SystemApplication Serverプラグインの追加」
� 18ページの「Linuxへの Sun Java SystemApplication Serverプラグインの追加」
� 19ページの「Windowsへの Sun Java SystemApplication Serverプラグインの追加」

2. JARファイルを SunN1 Service Provisioning Systemにインポートします。19ページ
の「SunN1 Service Provisioning Systemへの Sun Java SystemApplication Serverプラグイン
のインポート」を参照

Solarisへの Sun Java SystemApplication Serverプラ
グインの追加
Solaris用の Sun Java SystemApp Serverプラグインは、SUNWspssasパッケージに含まれてい
ます。

� Solaris用の Sun Java SystemAppServerプラグインを追加する

端末ウィンドウで、スーパーユーザーになります。

プラグインパッケージを含むディレクトリに移動します。

次のコマンドを入力し、Returnキーを押します。

# pkgadd —d . SUNWspssas

スタンドアロン用 JARファイルは /opt/SUNWn1sps/plugins/com.sun.sjsas81/ディレクト
リにあります。アップグレード用 JARファイルは
/opt/SUNWn1sps/plugins/com.sun.sjsas81/Upgradeディレクトリにあります。

Linuxへの Sun Java SystemApplication Serverプラ
グインの追加
Linux用の Sun Java SystemApp Serverプラグインは、sun-spssas-3.0-1.noarch.rpmファイ
ルに含まれています。

� Linux用の Sun Java SystemAppServerプラグインを追加する

端末ウィンドウで、スーパーユーザーになります。

sun-spssas-3.0-1.noarch.rpmファイルを含むディレクトリに移動します。

次のコマンドを入力し、Returnキーを押します。

# rpm —i package_directory/sun-spssas-3.0-1.noarch

1
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3
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スタンドアロン用 JARファイルは
/opt/sun/N1_Service_Provisioning_System/plugins/com.sun.sjsas81ディレクトリにあり
ます。アップグレード用 JARファイルは
/opt/sun/N1_Service_Provisioning_System/plugins/com.sun.sjsas81/Upgradeディレクト
リにあります。

Windowsへの Sun Java SystemApplication Serverプ
ラグインの追加
Microsoft Windows用の Sun Java SystemApp Serverプラグインは、 sun-spssas-3.0.msi

ファイルに含まれています。

� Windows用の Sun Java SystemAppServerプラグインを追加する

sun-spssas-3.0.msiファイルを含むディレクトリに移動します。

sun-spssas-3.0.msiファイルをダブルクリックします。

インストーラの GUIが起動されます。JARファイルは、C:\Program Files\N1 Service

Provisioning System\plugins\com.sun.sjsas81 ディレクトリにコピーされます。アップグ
レード用 JAR ファイルは、C:\Program Files\N1 Service Provisioning

System\plugins\com.sun.sjsas81\Upgradeディレクトリにあります。

SunN1Service Provisioning Systemへの Sun Java System
Application Serverプラグインのインポート

ある特定のプラグインを SunN1 Service Provisioning Systemに認識させるには、そのプラグ
インをマスターサーバーにインポートする必要があります。旧バージョンの Sun Java
SystemApp Serverプラグインがすでにインポートされている場合は、新しいプラグインに
アップグレードする必要があります。

� ブラウザインタフェースを使用して Sun Java
SystemAppServerプラグインをインポートする
プラグインをインポートまたはアップグレードするには、『SunN1 Service Provisioning
System 5.2システム管理者ガイド』の第 5章「プラグインの管理」で詳しく説明されてい
る手順に従います。

ブラウザインタフェースのメインウィンドウの「Administrative」セクションで、
「Plug-ins」をクリックします。

1

2

1
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「Plug-ins」ページの「Action」列で、「Import」をクリックします。

JARファイルをダウンロードした場所に移動します。

� Sun Java SystemApplication Server Plug-In 3.0をはじめてインポートする場合は、
com.sun.sjsas81_3.0.jarファイルを選択します。

� 旧バージョンの Sun Java SystemApplication Server Plug-In 3.0がすでにインポートされて
いる場合は、com.sun.sjsas81_2.0_3.0.jarファイルを選択します。

「Continue to Import」ボタンをクリックします。

インポートが正常に終了すると、プラグインの詳細ページが開いて、そのプラグインが
提供するオブジェクトが表示されます。

� CLIを使用して Sun Java SystemApplication Server
Plug-In 3.0をインポートする
コマンド行を使用して、プラグインをインポートすることもできます。

CLIからプラグインファイルをインポートするには、次のように入力します。

% cr_cli -cmd plg.d.add -path plugin-filename -u username —p password

� Sun Java SystemApp Serverプラグインをはじめてインポートする場合は、
plugin-filenameは com.sun.sjsas81_3.0.jarになります。

� 旧バージョンの Sun Java SystemApplication Server Plug-In 3.0がすでにインポートされて
いる場合は、plugin-filenameは com.sun.sjsas81_2.0_3.0.jarになります。

� Sun Java SystemAppServerプラグインにパッチを
適用する

Support (http://www.sun.com/support/)サイトで、Sun Java SystemAppServerプラグイン用
に提供されているパッチがないかどうかを調べます。

パッチを適用する場合は、そのパッチの READMEファイルに記載されている手順に従いま
す。

2
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4
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アップグレード関連の注意事項
ここでは、アップグレード後の旧バージョンのコンポーネントの表示に関する情報を示
します。

影響を受ける可能性のあるコンポーネントは次のとおりです。

� クラスタ
� ドメイン
� JDBCリソース
� JMSリソース
� 管理対象サーバーインスタンス
� スレッドプールリソース

� 旧バージョンのコンポーネントにアクセスする
新しいバージョンのプラグインにアップグレードすると、そのプラグインの「Common
Tasks」ページが更新され、新しいバージョンのプラグインを使用してインストールされ
たコンポーネントへのリンクが表示されます。この機能により、最新の機能と改善点を
含むコンポーネントを簡単に表示できます。古い機能に依存するコンポーネントは、
「Common Tasks」ページからはリンクされません。

以前にインストールしたコンポーネントが見つからない場合、そのコンポーネントは旧
バージョンのプラグインから作成された可能性があります。

旧バージョンのコンポーネントを表示または使用するには、次の手順に従います。

「CommonTasks」ページで、適切なコンポーネントプロシージャーをクリックします。

「Component Detail」ページが表示されます。

「ComponentDetails」ページで「VersionHistory」をクリックします。

コンポーネントとバージョンのリストが表示されます。

適切なリンクをクリックします。

a. コンポーネントの機能を実行するには、そのバージョン番号をクリックするか、使用
するコンポーネントに適用される詳細リンクをクリックします。

b. コンポーネントがインストールされている場所を知るには、「Where Installed」をク
リックします。

1
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3

アップグレード関連の注意事項

第 3章 • Sun Java SystemApp Serverプラグインのインストールと構成 21



22



Sun Java SystemApp Serverプラグインの使
用法

Sun Java SystemApp Serverプラグインは、特定のコンポーネントタイプを豊富に備えてい
ます。また、このプラグインを使用して、Sun Java SystemApp Serverアプリケーションを
使用するための機能に簡単にアクセスできます。この章では、次の内容について説明し
ます。

� 23ページの「SunN1 Service Provisioning Systemによる Sun Java SystemApp Server環境
のインストールと使用法」

� 24ページの「Sun Java SystemApp Serverドメインインフラストラクチャーの作成」
� 63ページの「障害追跡」

SunN1Service Provisioning Systemによる Sun Java System
AppServer環境のインストールと使用法

Application Serverインスタンスとクラスタを作成して管理するには、まず、「Sun Java
SystemApp Server Common Tasks」ページを使用します。

プラグインの規定
プロビジョニングシステムを使用すると、アプリケーションをプロビジョニングおよび
管理できます。

プランとコンポーネントプロシージャー
Sun Java SystemApp Serverプラグインは、タスクを実行するためのツールとして、プラン
とコンポーネントプロシージャーの両方を提供します。プランを使用することに
よって、使用する機能に直接リンクできます。コンポーネントプロシージャーを使用す
ることによって、実行できるタスクの数が大幅に増えます。

4第 4 章
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全体的な前提条件
この節では、Sun Java SystemApp Serverプラグインを使用するための要件について説明し
ます。

Webサーバーインスタンスの所有者は、Sun Java SystemApp Serverをインストールする
ユーザーと同じになっている必要があります。そうなっていない場合、ロードバランサ
のファイルはインストールされないか、正しく作成されません。

注 –複数のマシンにまたがるクラスタが関連しているトポロジを構成する場合は、ディス
トリビューション (マスターサーバーとリモートエージェント)を所有するユーザーと、
マスターサーバーとリモートエージェントを実行するユーザーは同じであるようにして
ください。

プロセスの概要
Sun Java SystemApp Server環境をプロビジョニングシステム内で作成するプロセスは、こ
の環境をプロビジョニングシステムなしで作成するプロセスに似ています。

1. Application Serverプラグインをインポートします。
2. Application Serverセッション変数を設定します。
3. すべてのホストを準備します。
4. Application Server Domain管理サーバーを作成します。
5. (任意)Application Serverクラスタを作成します。
6. そのクラスタまたはドメインの一部としてサーバーインスタンスを作成します。
7. (任意)アプリケーションで使用する追加リソースを作成します。
8. (任意) JMSサーバーを構成します。
9. アプリケーションファイル (EARとWAR)を取得します。
10.ターゲットのインスタンスまたはクラスタにアプリケーションを配備します。

Sun Java SystemAppServerドメインインフラストラク
チャーの作成

この節では、Sun Java SystemApp Serverプラグインによって提供される機能を活用できる
ように、SunN1 Service Provisioning Systemインストールを準備する方法について説明しま
す。

Sun Java SystemApp Server 8.1 Install Managementのコンポーネントプロシージャーを、次に
示します。

install: default ターゲットホストに Sun Java SystemApp Serverをイン
ストールし、SunN1 Service Provisioning Systemデータ
ベースに、コンポーネントがインストール済みである
ことを記録します。

Sun Java SystemApp Serverドメインインフラストラクチャーの作成

Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイド (Sun Java SystemApp Server Plug-In 3.0) • 2006年 4
月

24



uninstall: default markOnlyと同様に、SunN1 Service Provisioning System
データベースに、コンポーネントがアンインストール
済みであることを記録します。

uninstall: uninstallAppServer ターゲットホストから Sun Java SystemApp Serverをア
ンインストールし、SunN1 Service Provisioning System
データベースに、コンポーネントがアンインストール
済みであることを記録します。

� Sun Java SystemAppServerソフトウェアをインス
トールする

左側のコントロールパネルの「CommonTasks」セクションの下にあるAppServer 8.1アイ
コンを選択します。

「SJSAS 8.1 InstallManagement: Install or Uninstall」リンクをクリックします。

「install: default」の横にある「Run action」をクリックします。

「Plan Parameters」領域で、配備する Installコンポーネントの変数設定を選択します。

Installコンポーネントは Sun Java SystemApp Serverをリモートエージェントにインス
トールします。Installコンポーネントをインストールしたあと、このコンポーネントを
もう一度インストールし直す必要はありません。

新しいドメインまたはサーバーインスタンスをインストールするプランを実行すると
き、プロビジョニングシステムは、Installコンポーネントが installPathディレクトリ
に存在するかどうかをチェックします。Installコンポーネントがすでにインストールさ
れている場合、プロビジョニングシステムは Installコンポーネントをインストールし直
しません。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設定を選
択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリックします。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。
� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が高い変数
を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installDirectory 必須。Sun Java SystemApp Serverソフトウェアをイ
ンストールする場所。
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sourceImage 必須。Sun Java SystemApp Serverパッケージインス
トーラの場所。

通常は、抽出した Sun Java SystemApp Serverインス
トーラが格納されているNFSマウントのディレク
トリです。たとえば (sourceImageバイナリが
/net/mymachine/nfsディレクトリにダウンロード
されたものと仮定)、sourceImageの値
が/net/mymachine/nfs/sjsappserver8.1の場合、
Sun Java SystemApp Serverソフトウェアをインス
トールする前に、次の作業を実行します。

# mkdir /net/mymachine/nfs/sjsappserver8.1

# cd /net/mymachine/nfs/sjsappserver8.1

# unzip

../sjsas_ee-8_1_01_2005Q1-solaris-sparc.bin

バイナリを圧縮解除すると、setupという名前の
ファイルが現れます。chmod 755 setup を使用し
て、ファイルの実行権限を有効にしてください。
<sourceImage>/package/jre/bin/javaディレクト
リ内のほかのファイルに対しても、実行権限が有
効である必要があります。

installId 必須。ドメイン、クラスタ、ノードエージェン
ト、およびApplication Serverインスタンスを
Installコンポーネントに関連付ける一意の ID。複
数のホストにインストールする場合は、installId

を :[target:sys.hostName]に設定します。

adminUserId ドメインまたはクラスタの管理者のユーザー名。

通常は、セッション変数から取得されます。

adminPassword ドメインまたはクラスタの管理者ログイン用のパ
スワード。

通常は、セッション変数から取得されます。

httpLoadBalancerPluginType ドメインまたはクラスタでWebサーバーのロード
バランサを使用している場合、ここにWebサー
バーのタイプを入力します。有効なエントリは、
「Sun ONE Web Server」または「Apache HTTP

Server」です。

このWebサーバーはすでにターゲットホストにイ
ンストールされている必要があります。

Sun Java SystemApp Serverドメインインフラストラクチャーの作成
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webserverInstallDirectory Webサーバーの場所。ロードバランサプラグイン
をインストールするときに使用されます。Sun
ONEWeb Serverの場合、インスタンスディレクト
リを入力します。ApacheHTTP Serverの場合、イ
ンストールディレクトリを入力します。

webserverConfigDirectory ロードバランサ構成ファイル loadbalancer.xmlを
格納するディレクトリ。

この変数を設定するのは、ロードバランサプラグ
インがすでにWebサーバーゲートウェイホストに
インストールされている場合だけです。

adminPasswordEncryptedFlag trueに設定した場合、管理者のパスワードは暗号
化されます。デフォルトは falseです。

asadminPort Application Serverドメイン管理サーバーが待機す
るポート。デフォルトは、4849です。ポートは、
デフォルトのドメイン domain1の作成に使用され
ます。

adminWebPort 配備されたWebアプリケーションが動作するポー
ト。デフォルトは、8090です。ポートは、デ
フォルトのドメイン domain1の作成に使用されま
す。

instanceHTTPSPort セキュアHTTP (HTTPS)アプリケーションが動作
するポート。デフォルトは、1043です。ポート
は、デフォルトのドメイン domain1の作成に使用
されます。

createSamplesDomain trueの場合、Application Serverサンプルアプリケー
ションを持つドメインがインスタンスにインス
トールされます。デフォルトは falseです。

storeAdminAuth trueの場合、管理者のパスワードはファイルに書
き込まれます。デフォルトは falseです。

tempStateFile インストール中に使用される一時ファイルの場
所。

この変数はできるだけ変更しないでください。

masterpassword キーストア証明書用のパスワード。デフォルト値
は、changeitです。

domainDirectory デフォルトのドメイン domain1が作成される
ディレクトリの場所。

� ほかのコンポーネントの変数コンポーネントを使用するには、「Import Set」をク
リックします。

Sun Java SystemApp Serverドメインインフラストラクチャーの作成
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変数セットのインポートに関する詳細は、『SunN1 Service Provisioning System 5.2
オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行する」を参照して
ください。

ターゲットホストを選択します。

Application Serverソフトウェアをリモートエージェントにインストールします。

「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform Detailed

Preflight」を選択します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� Sun Java SystemAppServerDomain管理サーバーを
作成する
Domain管理サーバーはApplication Serverドメインを管理します。このサーバーは、
個々のクラスタおよび (または)管理対象サーバーのインスタンスを作成する前にインス
トールする必要があります。Domain管理サーバーをインストールするときには、初期ド
メインを作成して、そのドメインを制御する管理サーバーを作成します。

Application Serverドメインを作成するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入ってい
るフォルダに「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属して
いる必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホスト
セットに「Allow onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「AppServer 8.1」をク
リックします。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」ドメインの下で、「Manage」をクリックし
ます。

「Component Procedures」で、「install: default」の横にある「Run action」をクリック
します。

「Plan Parameters」領域で、インストールするDomain管理サーバーの変数設定を選択し
ます。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設定を選
択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリックします。
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「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。
� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が高い変数
を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier インストールイメージにDomain管理サーバーを関連付
ける一意の ID。

domainName 作成するドメインの名前。

adminUserId ドメインまたはクラスタの管理者のユーザー名。

adminPassword ドメインまたはクラスタの管理者ログイン用のパス
ワード。

adminHost Domain管理サーバーをインストールするホストの名
前。

portRangePrefix HTTPポート範囲の接頭辞。たとえば、100という値は
HTTPポート範囲が 10000から始まることを意味しま
す。デフォルトの値は 100です。

httpListenerPort HTTPリスナーポート。portRangePrefixとともに使用
します。有効な範囲は 1から 65553までです。1から
1024までのポート番号の場合、スーパーユーザーのア
クセス権が必要になります。デフォルトは、
portRangePrefix + 00です。たとえば、portRangePrefix

が 100に設定されている場合、HTTPリスナーポートは
10000になります。

httpsListenerPort HTTPSリスナーポート。portRangePrefixとともに使用
します。有効な範囲は 1から 65553までです。1から
1024までのポート番号の場合、スーパーユーザーのア
クセス権が必要になります。デフォルトは、
portRangePrefix + 05です。たとえば、portRangePrefix

が 100に設定されている場合、HTTPSリスナーポート
は 10005になります。

instancePort Domain管理サーバーのデフォルトのポート番号。

iiopListenerPort Internet Inter-Orb Protrocol (IIOP)リスナーポート。
portRangePrefixとともに使用します。有効な範囲は 1
から 65553までです。1から 1024までのポート番号の場
合、スーパーユーザーのアクセス権が必要になりま
す。デフォルトは、portRangePrefix + 10です。たとえ
ば、portRangePrefixが 100に設定されている場合、
IIOPリスナーポートは 10010になります。
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iiopsslListenerPort SSL対応の Internet Inter-Orb Protrocol (IIOP)リスナー
ポート。portRangePrefixとともに使用します。有効な
範囲は 1から 65553までです。1から 1024までのポート
番号の場合、スーパーユーザーのアクセス権が必要に
なります。デフォルトは、portRangePrefix + 15です。
たとえば、portRangePrefixが 100に設定されている場
合、セキュア IIOPリスナーポートは 10015になりま
す。

iiopsslmutualauthPort 相互認証用の SSL対応の Internet Inter-Orb Protrocol
(IIOP)リスナーポート。portRangePrefixとともに使用
します。有効な範囲は 1から 65553までです。1から
1024までのポート番号の場合、スーパーユーザーのア
クセス権が必要になります。デフォルトは、
portRangePrefix + 20です。たとえば、portRangePrefix

が 100に設定されている場合、相互認証用セキュア
IIOPリスナーポートは 10020になります。

jmsConnectorPort JavaMessaging Service (JMS)コネクタが待機するポー
ト。有効な範囲は 1から 65553までです。1から 1024ま
でのポート番号の場合、スーパーユーザーのアクセス
権が必要になります。デフォルトは、portRangePrefix

+ 25です。たとえば、portRangePrefixが 100に設定さ
れている場合、JMSコネクタポートは 10025になりま
す。

installDirectory Application Serverをインストールする場所。

masterpassword キーストア証明書用のパスワード。デフォルト値は、
changeitです。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をクリックし
ます。

変数セットのインポートに関する詳細は、『SunN1 Service Provisioning System 5.2
オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行する」を参照して
ください。

ターゲットホストを選択します。

Domain管理サーバーとドメインをリモートエージェントにインストールします。

「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform Detailed

Preflight」を選択します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。
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� Sun Java SystemAppServerインスタンスを作成す
る
Application Serverインスタンスは 1つのドメインで複数実行できます。

Application Serverインスタンスを作成する前に、次の作業を行う必要があります。

� サーバーインスタンスを実行するドメインを作成します。

ドメインの作成については、24ページの「Sun Java SystemApp Serverドメインインフ
ラストラクチャーの作成」を参照してください。

� Domain管理サーバーが動作している必要があります。
Domain管理サーバーの手動での起動については、39ページの「Domain管理サー
バーを起動する」を参照してください。

� ユーザーは、当該コンポーネントが入っているフォルダに「RunComponent
Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属している必要があります。さら
に、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホストセットに「Allow onHost Set」
アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1Managed Server Instances」で「Manage」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「install: default」の横にある「Run action」をクリック
します。

「Plan Parameters」領域で、インストールする管理対象サーバーインスタンスの変数設定
を選択します。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設定を選
択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリックします。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。
� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が高い変数
を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier Application Serverインスタンスと Installコンポーネント
を関連付ける一意の ID。
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domainName 当該サーバーインスタンスを格納するドメイン名。

targetName サーバーの名前。

portRangePrefix HTTPポート範囲の接頭辞。たとえば、100という値は
HTTPポート範囲が 10000から始まることを意味しま
す。デフォルトの値は 100です。

httpListenerPort HTTPリスナーポート。portRangePrefixとともに使用
します。有効な範囲は 1から 65553までです。1から
1024までのポート番号の場合、スーパーユーザーのア
クセス権が必要になります。デフォルトは、
portRangePrefix + 00です。たとえば、portRangePrefix

が 100に設定されている場合、HTTPリスナーポートは
10000になります。

httpsListenerPort HTTPSリスナーポート。portRangePrefixとともに使用
します。有効な範囲は 1から 65553までです。1から
1024までのポート番号の場合、スーパーユーザーのア
クセス権が必要になります。デフォルトは、
portRangePrefix + 05です。たとえば、portRangePrefix

が 100に設定されている場合、HTTPSリスナーポート
は 10005になります。

iiopListenerPort Internet Inter-Orb Protrocol (IIOP)リスナーポート。
portRangePrefixとともに使用します。有効な範囲は 1
から 65553までです。1から 1024までのポート番号の場
合、スーパーユーザーのアクセス権が必要になりま
す。デフォルトは、portRangePrefix + 10です。たとえ
ば、portRangePrefixが 100に設定されている場合、
IIOPリスナーポートは 10010になります。

iiopsslListenerPort SSL有効 Internet Inter-Orb Protrocol (IIOP)リスナーポー
ト。portRangePrefixとともに使用します。有効な範囲
は 1から 65553までです。1から 1024までのポート番号
の場合、スーパーユーザーのアクセス権が必要になり
ます。デフォルトは、portRangePrefix + 15です。たと
えば、portRangePrefixが 100に設定されている場合、
セキュア IIOPリスナーポートは 10015になります。

iiopsslmutualauthPort 相互認証用の SSL有効 Internet Inter-Orb Protrocol (IIOP)
リスナーポート。portRangePrefixとともに使用しま
す。有効な範囲は 1から 65553までです。1から 1024ま
でのポート番号の場合、スーパーユーザーのアクセス
権が必要になります。デフォルトは、portRangePrefix

+ 20です。たとえば、portRangePrefixが 100に設定さ
れている場合、相互認証用セキュア IIOPリスナーポー
トは 10020になります。
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jmsConnectorPort この変数は使用されていません。

clusterName 当該サーバーインスタンスが属するクラスタの名前。
クラスタを指定しない場合、サーバーインスタンスは
スタンドアロンサーバーになります。デフォルトで
は、クラスタを指定しません。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をクリックし
ます。

変数セットのインポートに関する詳細は、『SunN1 Service Provisioning System 5.2
オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行する」を参照して
ください。

ターゲットホストを選択します。

サーバーインスタンスをリモートエージェントにインストールします。

「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform Detailed

Preflight」を選択します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� Sun Java SystemAppServerクラスタを作成する
クラスタは、次のプロパティーを持つ 0以上のサーバーインスタンスの集合です。

� クラスタ内のインスタンスが、すべて同じ設定を参照します。

� クラスタ内のすべてのインスタンスが、J2EEアプリケーションの EARファイル、Web
モジュールのWARファイル、または EJB JARファイルなど、配備されたアプリケー
ションの同じセットを所有します。

� クラスタ内のすべてのインスタンスが同じリソースのセットを所有しており、結果と
して同じ JNDI名前空間を構成します。

クラスタを構成するサーバーインスタンスは、同じマシン上で動作しても、異なるマシ
ン上にあってもかまいません。クラスタ内の各クラスタメンバーは、同じバージョンの
Application Serverを実行する必要があります。

クラスタを使用すると、次のような利点があります。

� サーバーのフェイルオーバー機能によって、アプリケーションの可用性が向上しま
す。

� 複数のサーバー間でアプリケーションをスケーリングすることによって、スルー
プットが向上します。
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クラスタを作成する前に、Domain管理サーバーを作成する必要があります。

クラスタを作成するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入っているフォルダ
に「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属している必要が
あります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホストセットに「Allow
onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」クラスタの下で、「Manage」をクリックし
ます。

「Component Procedures」で、「install: default」の横にある「Run action」をクリック
します。

「Plan Parameters」領域で、インストールするクラスタの変数設定を選択します。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設定を選
択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリックします。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。
� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が高い変数
を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier クラスタと Installコンポーネントを関連付ける一意の
ID。

domainName 当該クラスタを格納するドメイン名。

targetName クラスタの名前。

portRangePrefix HTTPポート範囲の接頭辞。たとえば、100という値は
HTTPポート範囲が 10000から始まることを意味しま
す。デフォルトの値は 100です。

httpListenerPort HTTPリスナーポート。portRangePrefixとともに使用
します。有効な範囲は 1から 65553までです。1から
1024までのポート番号の場合、スーパーユーザーのア
クセス権が必要になります。デフォルトは、
portRangePrefix + 00です。たとえば、portRangePrefix

が 100に設定されている場合、HTTPリスナーポートは
10000になります。
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httpsListenerPort HTTPSリスナーポート。portRangePrefixとともに使用
します。有効な範囲は 1から 65553までです。1から
1024までのポート番号の場合、スーパーユーザーのア
クセス権が必要になります。デフォルトは、
portRangePrefix + 05です。たとえば、portRangePrefix

が 100に設定されている場合、HTTPSリスナーポート
は 10005になります。

iiopListenerPort Internet Inter-Orb Protrocol (IIOP)リスナーポート。
portRangePrefixとともに使用します。有効な範囲は 1
から 65553までです。1から 1024までのポート番号の場
合、スーパーユーザーのアクセス権が必要になりま
す。デフォルトは、portRangePrefix + 10です。たとえ
ば、portRangePrefixが 100に設定されている場合、
IIOPリスナーポートは 10010になります。

iiopsslListenerPort SSL有効 Internet Inter-Orb Protrocol (IIOP)リスナーポー
ト。portRangePrefixとともに使用します。有効な範囲
は 1から 65553までです。1から 1024までのポート番号
の場合、スーパーユーザーのアクセス権が必要になり
ます。デフォルトは、portRangePrefix + 15です。たと
えば、portRangePrefixが 100に設定されている場合、
セキュア IIOPリスナーポートは 10015になります。

iiopsslmutualauthPort 相互認証用の SSL有効 Internet Inter-Orb Protrocol (IIOP)
リスナーポート。portRangePrefixとともに使用しま
す。有効な範囲は 1から 65553までです。1から 1024ま
でのポート番号の場合、スーパーユーザーのアクセス
権が必要になります。デフォルトは、portRangePrefix

+ 20です。たとえば、portRangePrefixが 100に設定さ
れている場合、相互認証用セキュア IIOPリスナーポー
トは 10020になります。

jmsConnectorPort この変数は使用されていません。

httpLoadBalancer trueの場合、このクラスタに配備されたアプリケー
ションは負荷均衡されます。デフォルトは falseです。

httpsLoadBalancer trueの場合、HTTPS要求に応答するアプリケーション
は負荷均衡されます。httpLoadBalancerが falseの場
合、この変数による影響はありません。デフォルトは
falseです。

routeCookie trueの場合、ロードバランサは cookieを経路指定しま
す。httpLoadBalancerが falseの場合、この変数による
影響はありません。デフォルトは falseです。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をクリックし
ます。
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変数セットのインポートに関する詳細は、『SunN1 Service Provisioning System 5.2
オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行する」を参照して
ください。

ターゲットホストを選択します。

クラスタをリモートエージェントにインストールします。

「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform Detailed

Preflight」を選択します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� Sun Java SystemAppServerソフトウェアをアンイ
ンストールする

左側のコントロールパネルの「CommonTasks」セクションの下にある「AppServer 8.1」リ
ンクをクリックします。

「SJSAS 8.1 InstallManagement: Install or Uninstall」リンクをクリックします。

「uninstall: uninstallAppServer」の隣にある「Run action」をクリックします。

Sun Java SystemAppServerインスタンスとクラスタの管
理

この節では、Sun Java SystemApp Server管理対象サーバーインスタンスとクラスタを管理
する方法について説明します。

Sun Java SystemAppServerドメインとDomain管理
サーバーの管理
次に示すコンポーネントプロシージャーは、 Sun Java SystemApp Server 8.1 Domain管理の
コンポーネントプロシージャです。

install: default ターゲットホストにドメインを作成し、SunN1 Service
Provisioning Systemデータベースに、コンポーネントがイ
ンストール済みであることを記録します。
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uninstall: default markOnlyと同様に、SunN1 Service Provisioning Systemデー
タベースに、コンポーネントおよび依存コンポーネント
がアンインストール済みであることを記録します。

uninstall: deleteDomain ターゲットホストからドメインを削除し、SunN1 Service
Provisioning Systemデータベースに、コンポーネントがア
ンインストール済みであることを記録します。

startCompleteDomain ドメインおよび依存コンポーネントを起動します。

stopCompleteDomain ドメインおよび依存コンポーネントを停止します。

verifyDomainServerRunning ドメインが実行されていることを確認します。

startDomainServer ドメインおよび管理サーバーを起動します。

stopDomainServer ドメインおよび管理サーバーを停止します。

listDomains すべてのドメインを一覧表示します。

� Sun Java SystemAppServerドメインとDomain管理サーバーを削
除する
プロビジョニングシステムを通じてApplication Serverドメインを削除すると、次の作業が
自動的に実行されます。

� Domain管理サーバーをアンインストールします。
� ドメイン内のすべての管理対象サーバーコンポーネントをアンインストールします。
� ドメイン内のすべてのクラスタコンポーネントをアンインストールします。
� アプリケーションコンポーネントとアプリケーションを削除します。

Application Serverドメインを削除するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入ってい
るフォルダに「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属して
いる必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを実行するホスト
セットに「Allow onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」ドメインの下で、「Manage」をクリックし
ます。

「Component Procedures」で、「uninstall: default」の隣にある「Run action」をク
リックします。

「Current Installations」で、削除するドメインを選択します。

「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。
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「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� 完全なドメインを起動する
完全なドメインを起動すると、そのドメインのDomain管理サーバー (まだ起動していな
い場合)、ドメイン内のすべてのクラスタ、およびドメイン内のすべての管理対象サー
バーインスタンスが起動します。

Application Serverドメインを起動するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入ってい
るフォルダに「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属して
いる必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを実行するホスト
セットに「Allow onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」ドメインの下で「Manage」をクリックしま
す。

「Component Procedures」で、「startCompleteDomain」の横にある「Run action」をク
リックします。

「Current Installations」で、起動するドメインを選択します。

「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� 完全なドメインを停止する
完全なドメインを停止すると、特定のドメインについて、動作しているすべてのクラス
タと、動作しているすべての管理対象サーバーインスタンスが停止します。

Application Serverドメインを停止するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入ってい
るフォルダに「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属して
いる必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを実行するホスト
セットに「Allow onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」ドメインの下で、「Manage」をクリックし
ます。
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「Component Procedures」で、「stopCompleteDomain」の横にある「Run action」をク
リックします。

「Current Installations」で、停止するドメインを選択します。

「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� Domain管理サーバーを起動する
Domain管理サーバーを起動するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入っている
フォルダに「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属してい
る必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを実行するホストセット
に「Allow onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」ドメインの下で、「Manage」をクリックし
ます。

「Component Procedures」で、「startDomainServer」の横にある「Run action」をク
リックします。

「Current Installations」で、起動するドメインを選択します。

「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� Domain管理サーバーを停止する
Domain管理サーバーを停止するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入っている
フォルダに「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属してい
る必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを実行するホストセット
に「Allow onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」ドメインの下で、「Manage」をクリックし
ます。
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「Component Procedures」で、「stopDomainServer」の横にある「Run action」をク
リックします。

「Current Installations」で、停止するドメインを選択します。

「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� Domain管理サーバーが動作していることを確認する
Domain管理サーバーは、特定のインストールで動作していることを確認できます。

Domain管理サーバーが動作していることを確認するには、ユーザーは、当該コンポーネ
ントが入っているフォルダに「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグ
ループに属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを実行
するホストセットに「Allow onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」ドメインの下で、「Manage」をクリックし
ます。

「Component Procedures」で、「verifyDomainServerRunning」の横にある「Run action」
をクリックします。

「Current Installations」で、確認するドメインを選択します。

「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

Sun Java SystemAppServerクラスタの管理
Sun Java SystemApp Server 8.1クラスタ管理のコンポーネントプロシージャーを、次に示し
ます。

install: default ターゲットホストにクラスタを作成し、SunN1 Service
Provisioning Systemデータベースに、コンポーネントがインス
トール済みであることを記録します。
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install: markOnly SunN1 Service Provisioning Systemに、コンポーネントがインス
トール済みであることを記録します。このプロシージャーで
は、ほかのコンポーネントとの依存関係は一切作成されませ
ん。

uninstall: default markOnlyに似ていますが、SunN1 Service Provisioning System
データベースに、コンポーネントと依存コンポーネントがアン
インストール済みであることを記録します。

uninstall: markOnly SunN1 Service Provisioning Systemデータベースに、コンポーネ
ントがアンインストール済みであることを記録します。このプ
ロシージャーでは、SunN1 Service Provisioning Systemデータ
ベースに、依存コンポーネントがアンインストール済みである
という記録は行いません。

uninstall: delete ターゲットホストからクラスタを削除します。SunN1 Service
Provisioning Systemデータベースに、コンポーネントがアンイ
ンストール済みであることを記録し、SunN1 Service
Provisioning Systemデータベースからコンポーネントおよび依
存コンポーネントを削除します。

start クラスタを起動します。クラスタには、1つ以上の管理対象
サーバーのコンポーネントが含まれている必要があります。

stop クラスタを停止します。

verifyClusterRunning クラスタが実行されていることを確認します。

� Sun Java SystemAppServerクラスタを削除する
クラスタを削除すると、そのクラスタに関連付けられているすべての管理対象サーバー
インスタンスも削除されます。

クラスタを削除するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入っているフォルダ
に「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属している必要が
あります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホストセットに「Allow
onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」クラスタの下で、「Manage」をクリックし
ます。

「Component Procedures」で、「uninstall: default」の横にある「Run action」をク
リックします。

「Current Installations」で、削除するクラスタを選択します。
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「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� Sun Java SystemAppServerクラスタを起動する
クラスタを起動するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入っているフォルダ
に「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属している必要が
あります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホストセットに「Allow
onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

クラスタはインスタンスを実行していません。クラスタを起動すると、実際にはクラス
タに関連付けられている管理対象サーバーのインスタンスを起動していることになりま
す。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」クラスタの下で、「Manage」をクリックし
ます。

「Component Procedures」で、「start」の横にある「Run action」をクリックします。

「Current Installations」で、起動するクラスタを選択します。

「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� Sun Java SystemAppServerクラスタを停止する
クラスタを停止するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入っているフォルダ
に「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属している必要が
あります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホストセットに「Allow
onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」クラスタの下で、「Manage」をクリックし
ます。

「Component Procedures」で、「stop」の横にある「Run action」をクリックします。

「Current Installations」で、停止するクラスタを選択します。
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「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� Sun Java SystemAppServerクラスタが動作していることを確認す
る
クラスタが動作していることを確認するには、ユーザーは、当該コンポーネントが
入っているフォルダに「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグループ
に属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホ
ストセットに「Allow onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」クラスタの下で、「Manage」をクリックし
ます。

「Component Procedures」で、「verifyClusterRunning」の横にある「Run action」をク
リックします。

「Current Installations」で、確認するクラスタを選択します。

「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

Sun Java SystemAppServerインスタンスの管理
Sun Java SystemApp Server 8.1管理対象サーバーのインスタンスの管理のコンポーネントプ
ロシージャーを、次に示します

install: default ターゲットホストにサーバーインスタンスを作成し、SunN1
Service Provisioning Systemデータベースに、このコンポーネント
がインストール済みであることを記録します。また、依存関係
を作成します。

install: markOnly SunN1 Service Provisioning Systemデータベースに、コンポーネン
トがインストール済みであることを記録します。依存関係は一
切作成しません。

uninstall: default SunN1 Service Provisioning Systemデータベースに、コンポーネン
トおよび依存コンポーネントがアンインストール済みであるこ
とを記録します。

5

6

始める前に

1

2

3

4

5

6

Sun Java SystemApp Serverインスタンスとクラスタの管理

第 4章 • Sun Java SystemApp Serverプラグインの使用法 43



uninstall: markOnly SunN1 Service Provisioning Systemデータベースに、コンポーネン
トがアンインストール済みであることを記録します。このプロ
シージャーでは、SunN1 Service Provisioning Systemデータベース
に、依存コンポーネントがアンインストール済みであるという
記録は行いません。

uninstall: delete ターゲットホストからサーバーインスタンスを削除します。Sun
N1 Service Provisioning Systemデータベースに、コンポーネントが
インストール済みであることを記録し、SunN1 Service
Provisioning Systemデータベースから、コンポーネントおよび依
存コンポーネントを削除します。

start サーバーインスタンスを起動します。

stop サーバーインスタンスを停止します。

verifyServerRunning サーバーが実行されていることを確認します。

� Sun Java SystemAppServerインスタンスを削除する
サーバーインスタンスを削除するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入っている
フォルダに「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属してい
る必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホストセット
に「Allow onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1Managed Server Instances」で「Manage」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「uninstall: default」の横にある「Run action」をク
リックします。

「Current Installations」で、削除するサーバーインスタンスを選択します。

「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� Sun Java SystemAppServerインスタンスを起動する
サーバーインスタンスを起動するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入っている
フォルダに「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属してい
る必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホストセット
に「Allow onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。
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ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1Managed Server Instances」で「Manage」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「start」の横にある「Run action」をクリックします。

「Current Installations」で、起動するサーバーインスタンスを選択します。

「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� Sun Java SystemAppServerインスタンスを停止する
サーバーインスタンスを停止するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入っている
フォルダに「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属してい
る必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホストセット
に「Allow onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1Managed Server Instances」で「Manage」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「stop」の横にある「Run action」をクリックします。

「Current Installations」で、停止するサーバーインスタンスを選択します。

「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� Sun Java SystemAppServerインスタンスが動作していることを確
認する
サーバーインスタンスが動作していることを確認するには、ユーザーは、当該コンポー
ネントが入っているフォルダに「RunComponent Procedures」アクセス権を持つユーザー
グループに属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配
備するホストセットに「Allow onHost Set」アクセス権を持っている必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。
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「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1Managed Server Instances」で「Manage」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「verifyServerRunning」の横にある「Run action」をク
リックします。

「Current Installations」で、確認するサーバーインスタンスを選択します。

「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

Sun Java SystemAppServerアプリケーションの取得と管
理

この節では、Sun Java SystemApp Serverアプリケーションを管理する方法について説明し
ます。

Sun Java SystemApp Serverプラグインは、次の 2種類のアプリケーションの配備をサポー
トしています。

� エンタープライズアプリケーション (EAR)
� Webアプリケーション (WAR)

アプリケーションの管理には、次の 2段階の手順があります。

1. SunN1 Service Provisioning Systemマスターサーバーにアプリケーションを取得させま
す。

2.アプリケーションをインストールおよびアンインストールします。

� Sun Java SystemAppServerエンタープライズアプ
リケーションを取得する

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS Application Tasks→Enterprise Applications (EARs)」で、「Create New」をクリックし
ます。

このコンポーネントのコンポーネントディレクトリを入力します。com/sun/sjsas81名前
空間は有効ではありません。
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このコンポーネントのラベルを入力します。

このコンポーネントの説明を入力します。

EARファイルを格納するホストを入力します。

リストからホストを選択するには、「Select From List」をクリックします。

EARの場所を見つけます。

a. EARへのパスが判明している場合は、「com.sun.sjsas81#EntappCT path」に入力しま
す。

b. 選択したホストをブラウズするには、そのディレクトリを選択して、「Open

Highlighted Item」をクリックします。

EAR を選択して、「Open Highlighted Item」をクリックします。

「Check In Selected Item」をクリックします。

チェックインページの情報を確認して、「Continue to Check-in」をクリックします。

� Sun Java SystemAppServerWebアプリケーション
を取得する

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS Application Tasks→Web Applications (WARs)」で、「Create New」をクリックしま
す。

このコンポーネントのコンポーネントディレクトリを入力します。com/sun/sjsas81名前
空間は有効ではありません。

このコンポーネントのラベルを入力します。

このコンポーネントの説明を入力します。

WARファイルを格納するホストを入力します。

リストからホストを選択するには、「Select From List」をクリックします。
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WARの場所を見つけます。

a. WARへのパスが判明している場合は、「ccom.sun.sjsas81#WebappCT path」に入力しま
す。

b. 選択したホストをブラウズするには、そのディレクトリを選択して、「Open

Highlighted Item」をクリックします。

WAR を選択して、「Open Highlighted Item」をクリックします。

「Check In Selected Item」をクリックします。

チェックインページの情報を確認して、「Continue to Check-in」をクリックします。

Sun Java SystemAppServerエンタープライズアプ
リケーションの管理
Sun Java SystemApp Server EAR管理のコンポーネントプロシージャーを、次に示します。

install: default ターゲットホストに EARを配備し、SunN1 Service Provisioning
Systemデータベースに、コンポーネントがインストール済みで
あることを記録します

install: markOnly SunN1 Service Provisioning Systemデータベースに、コンポーネン
トがインストール済みであることを記録します。

uninstall: default ターゲットホストの EARの配備を解除し、SunN1 Service
Provisioning Systemデータベースにコンポーネントがアンインス
トール済みであることを記録します。

uninstall: markOnly SunN1 Service Provisioning Systemデータベースに、コンポーネン
トがアンインストール済みであることを記録します。

� Sun Java SystemAppServer EnterpriseApplicationをインストールす
る

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS Application Tasks→Enterprise Applications (EARs)」で、「View All」をクリックしま
す。

インストールする EARの名前をクリックします。
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「Component Procedures」で、「install: default」の横にある「Run action」をクリック
します。

「Plan Parameters」領域で、インストールする EARの変数設定を選択します。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設定を選
択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリックします。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。
� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が高い変数
を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier EARを Installコンポーネントに関連付ける一意の ID。

domainName 当該 EARをインストールするドメイン名。

targetName EARを配備するクラスタまたはサーバーインスタンスの名
前。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をクリックし
ます。

変数セットのインポートに関する詳細は、『SunN1 Service Provisioning System 5.2
オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行する」を参照して
ください。

ターゲットホストを選択します。

「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform Detailed

Preflight」を選択します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� Sun Java SystemAppServer EnterpriseApplicationをアンインストー
ルする

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS Application Tasks→Enterprise Applications (EARs)」で、「View All」をクリックしま
す。
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アンインストールする EARの名前をクリックします。

「Component Procedures」で、「uninstall: default」の横にある「Run action」をク
リックします。

EARを削除するインストールを選択します。

「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

Sun Java SystemAppServerWebアプリケーション
の管理
Sun Java SystemApp ServerWAR管理のコンポーネントプロシージャーを、次に示します。

install: default ターゲットホストにWARを配備し、SunN1 Service Provisioning
Systemデータベースに、コンポーネントがインストール済みで
あることを記録します。

install: markOnly SunN1 Service Provisioning Systemデータベースに、コンポーネン
トがインストール済みであることを記録します。

uninstall: default ターゲットホストのWARの配備を解除し、SunN1 Service
Provisioning Systemデータベースにコンポーネントがアンインス
トール済みであることを記録します。

uninstall: markOnly SunN1 Service Provisioning Systemデータベースに、コンポーネン
トがアンインストール済みであることを記録します。

� Sun Java SystemAppServerWebApplicationをインストールする

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS Application Tasks→Web Applications (WARs)」で、「View All」をクリックします。

インストールするWARの名前をクリックします。

「Component Procedures」で、「install: default」の横にある「Run action」をクリック
します。

「Plan Parameters」領域で、インストールするWARの変数設定を選択します。
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� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設定を選
択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリックします。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。
� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が高い変数
を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier WARを Installコンポーネントに関連付ける一意の ID。

domainName 当該WARをインストールするドメイン名。

targetName WARを配備するクラスタまたはサーバーインスタンスの名
前。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をクリックし
ます。

変数セットのインポートに関する詳細は、『SunN1 Service Provisioning System 5.2
オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行する」を参照して
ください。

ターゲットホストを選択します。

「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

「PlanVariables」で、Webアプリケーションのコンテキストルートを設定します。

インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform Detailed

Preflight」を選択します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� Sun Java SystemAppServerWebApplicationをアンインストールす
る

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS Application Tasks→Web Applications (WARs)」で、「View All」をクリックします。

アンインストールするWARの名前をクリックします。
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「Component Procedures」で、「uninstall: default」の横にある「Run action」をク
リックします。

WARを削除するインストールを選択します。

「Run Selected Installations」ボタンをクリックします。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

Sun Java SystemAppServerリソースの管理
この節では、次に示す Sun Java SystemApp Serverリソース (JMSリソース、JDBCリソー
ス、スレッドプール)を管理する方法について説明します。

JavaMessaging Service (JMS)リソースの管理
Sun Java SystemApp Server 8.1 JMSリソース管理のコンポーネントプロシージャーを、次に
示します。

install: default SunN1 Service Provisioning Systemデータベースに、コンポーネン
トがインストール済みであることを記録します。

uninstall: default SunN1 Service Provisioning Systemデータベースに、コンポーネン
トがアンインストール済みであることを記録します。

createJMSResource ターゲットホストに JMSリソースを作成します。

deleteJMSResource ターゲットホストから JMSリソースを削除します。

listJMSResource JMSリソースを一覧表示します。

� JMSリソースをホストにインストールする

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JMS Resource」で、「Manage JMS Resources」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「install: default」の横にある「Run action」をクリック
します。

「Plan Parameters」領域で、インストールする JMSResourceの変数設定を選択します。
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� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設定を選
択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリックします。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。
� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が高い変数
を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier JMS Resourceを Installコンポーネントに関連付ける一意の
ID。

domainName 当該 JMS Resouceを格納するドメイン名。
� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をクリックし
ます。

変数セットのインポートに関する詳細は、『SunN1 Service Provisioning System 5.2
オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行する」を参照して
ください。

ターゲットホストを選択します。

「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform Detailed

Preflight」を選択します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� JMSリソースを作成する

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JMS Resource」で、「Manage JMS Resources」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「createJMSResource」の横にある「Run action」をク
リックします。

JMSリソースを作成するインストールを選択します。

5

6

7

8

1

2

3

4

Sun Java SystemApp Serverリソースの管理

第 4章 • Sun Java SystemApp Serverプラグインの使用法 53



「PlanVariables」で、

a. リソースタイプを選択します。リソースタイプは次の 1つです。

� Topic

� Queue

� ConnectionFactory

� TopicConnectionFactory

� QueueConnectionFactory

b. リソースの JNDI名を入力します。

c. リソースを作成するターゲットクラスタまたはサーバーの名前を入力します。

d. (任意)リソースの説明を入力します。

e. JMSプロパティをコロン (:)で区切って入力します。

有効なプロパティ名は次のとおりです。

� ClientId

� AddressList

� MessageServiceAddressList

� UserName

� Password

� ReconnectEnabled

� ReconnectAttempts

� ReconnectInterval

� AddressListBehavior

� AddressListIterations

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� JMSリソースを削除する

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JMS Resource」で、「Manage JMS Resources」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「deleteJMSResource」の横にある「Run action」をク
リックします。

JMSリソースを削除するインストールを選択します。

5

6

1

2

3

4

Sun Java SystemApp Serverリソースの管理

Sun N1 Service Provisioning Systemユーザーズガイド (Sun Java SystemApp Server Plug-In 3.0) • 2006年 4
月

54



「PlanVariables」で、

a. 削除するリソースの JNDI名を入力します。

b. 削除するリソースのターゲット名を入力します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

JavaDatabaseConnectivity (JDBC)リソースの管理
Sun Java SystemApp Server 8.1 JDBCリソースおよび接続プール管理のコンポーネントプロ
シージャーは、次のとおりです。

install: default SunN1 Service Provisioning Systemデータベースに、コン
ポーネントがインストール済みであることを記録します。

uninstall: default SunN1 Service Provisioning Systemに、コンポーネントがア
ンインストール済みであることを記録します。

createJDBCResource ターゲットホストに、JDBCリソースを作成します。

deleteJDBCResource ターゲットホストから、JDBCリソースを削除します。

listJDBCResources JDBCリソースを一覧表示します。

createJDBCConnectionPool ターゲットホストに、JDBC接続プールを作成します。

deleteJDBCConnectionPool ターゲットホストから、JDBC接続プールを削除します。

listJDBCConnectionPools JDBC接続プールを一覧表示します。

� JDBCリソースをホストにインストールする

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JDBC Resource」で、「Manage JDBC Resources」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「install: default」の横にある「Run action」をクリック
します。

「Plan Parameters」領域で、インストールする JDBCResourceの変数設定を選択します。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設定を選
択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリックします。
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「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。
� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が高い変数
を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier JDBCResourceを Installコンポーネントに関連付ける一意
の ID。

domainName 当該 JDBCResouceを格納するドメイン名。
� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をクリックし
ます。

変数セットのインポートに関する詳細は、『SunN1 Service Provisioning System 5.2
オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行する」を参照して
ください。

ターゲットホストを選択します。

「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform Detailed

Preflight」を選択します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� JDBCリソースを作成する
JDBCリソースを作成する前に、JDBC接続プールを作成する必要があります。

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JDBC Resource」で、「Manage JDBC Resources」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「createJDBCResource」の横にある「Run action」をク
リックします。

JDBCリソースを作成するインストールを選択します。

「PlanVariables」で、

a. 「Connection Pool」の名前を設定します。
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b. リソースの JNDI名を入力します。

c. リソースを作成するターゲットクラスタまたはサーバーの名前を入力します。

d. (任意)リソースの説明を入力します。

e. JDBCプロパティーをコロン (:)で区切って入力します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� JDBCリソースを削除する

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JDBC Resource」で、「Manage JDBC Resources」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「deleteJDBCResource」の横にある「Run action」をク
リックします。

JDBCリソースを削除するインストールを選択します。

「PlanVariables」で、

a. 削除するリソースの JNDI名を入力します。

b. 削除するリソースのターゲットクラスタまたはサーバーインスタンスの名前を入力し
ます。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� JDBCリソースを一覧表示する

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JDBC Resource」で、「Manage JDBC Resources」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「listJDBCResources」の横にある「Run action」をク
リックします。
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JDBCリソースを一覧表示するインストールを選択します。

「PlanVariables」の下で、JDBCリソースを一覧表示するターゲットのクラスタ名または
サーバーインスタンス名を入力します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� JDBC接続プールを作成する

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JDBC Resource」で、「Manage JDBC Resources」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「createJDBCConnectionPool」の横にある「Run action」を
クリックします。

接続プールを作成するインストールを選択します。

「PlanVariables」で、

a. 「Connection Pool」の名前を設定します。

b. (任意)接続プールの説明を入力します。

c. 接続プールの JDBCデータソースリソースマネージャーを入力します。

d. データソースクラス実装のインタフェースを入力します。

有効なエントリは次のとおりです。

� DataSource

� ConnectionPoolDataSource

� XADataSource

e. プールが作成する接続の最小数を入力します。

f. プールが保守する接続の最大数を入力します。

g. タイムアウトタイマーが満了したときに削除する接続の数を入力します。

h. プール内で接続がアイドル状態になることができる最大時間 (秒)を入力します。
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i. 接続プールのトランザクション遮断レベルを入力します。

有効なエントリは次のとおりです。

� read-uncommitted

� read-committed

� repeatable-read

� serializable

エントリが空白の場合、JDBCドライバのデフォルトの遮断レベルが使用されます。

j. 接続をアプリケーションに割り当てる前に、その接続を検証するかどうかを指定しま
す。有効なエントリは trueまたは falseです。

k. JDBCドライバの属性名と値のペアを入力します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� JDBC接続プールを削除する

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JDBC Resource」で、「Manage JDBC Resources」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「deleteJDBCConnectionPool」の横にある「Run action」を
クリックします。

JDBC接続プールを削除するインストールを選択します。

「PlanVariables」で、

a. 削除する接続プールの名前を入力します。

b. 接続プールに関連するすべてのコネクタリソースも削除するかどうかを指定します。
有効なエントリは trueまたは falseです。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� JDBC接続プールを一覧表示する

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。
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「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JDBC Resource」で、「Manage JDBC Resources」をク
リックします。

「Component Procedures」で、「listJDBCConnectionPools」の横にある「Run action」を
クリックします。

JDBC接続プールを一覧表示するインストールを選択します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

スレッドプールリソースの管理
Sun Java SystemApp Server 8.1スレッドプール管理のコンポーネントプロシージャーを、次
に示します。

install: default SunN1 Service Provisioning Systemデータベースに、コンポーネン
トがインストール済みであることを記録します。

uninstall: default SunN1 Service Provisioning Systemデータベースに、コンポーネン
トがアンインストール済みであることを記録します。

createThreadpool ターゲットホストにスレッドプールリソースを作成します。

deleteThreadpool ターゲットホストからスレッドプールリソースを削除します。

listThreadpools スレッドプールリソースを一覧表示します。

� スレッドプールリソースをホストにインストールする

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 Threadpool Resource」で、「Manage Threadpool

Resources」をクリックします。

「Component Procedures」で、「install: default」の横にある「Run action」をクリック
します。

「Plan Parameters」領域で、インストールする Thread Pool Resourceの変数設定を選択しま
す。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設定を選
択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリックします。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。
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� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が高い変数
を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier スレッドプールリソースを Installコンポーネントに関連付
ける一意の ID。

domainName 当該スレッドプールリソースを格納するドメイン名。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をクリックし
ます。

変数セットのインポートに関する詳細は、『SunN1 Service Provisioning System 5.2
オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行する」を参照して
ください。

ターゲットホストを選択します。

「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform Detailed

Preflight」を選択します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� スレッドプールリソースを作成する

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSASAppServer Resources→SJSAS 8.1 Threadpool Resource」で、「Manage Threadpool
Resources」をクリックします。

「Component Procedures」で、「createThreadpool」の横にある「Run action」をク
リックします。

スレッドプールを作成するインストールを選択します。

「PlanVariables」で、

a. スレッドプール IDを入力します。

b. 要求を処理するスレッドプール内のスレッドの最大数を入力します。

c. 要求を処理するスレッドプール内のスレッドの最小数を入力します。
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d. タイムアウト値 (秒)を入力します。このあと、アイドルスレッドはプールに戻りま
す。

e. スレッドプールが処理する作業用待ち行列の合計数を入力します。

f. スレッドプールを作成するクラスタまたはサービスインスタンスの名前を入力しま
す。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� スレッドプールリソースを削除する

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 Threadpool Resource」で、「Manage Threadpool

Resources」をクリックします。

「Component Procedures」で、「deleteThreadpool」の横にある「Run action」をク
リックします。

スレッドプールを削除するインストールを選択します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。

� ターゲット上のスレッドプールを一覧表示する

ブラウザインタフェースの「CommonTasks」セクションで、「AppServer 8.1」をクリック
します。

「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 Threadpool Resource」で、「Manage Threadpool

Resources」をクリックします。

「Component Procedures」で、「listThreadpools」の横にある「Run action」をクリック
します。

スレッドプールを一覧表示するインストールを選択します。

「PlanVariables」で、スレッドプールを一覧表示するターゲットクラスタまたはサーバー
インスタンスの名前を入力します。

「RunPlan (includes preflight)」ボタンをクリックします。
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障害追跡
この節では、Sun Java SystemApplication Server Plug-In 3.0の使用中に発生する可能性があ
る一般的な問題について説明します。

タスクの実行時にエラーが発生した場合
タスクの実行時にエラーが発生した場合、次のような一般的な間違いをしていないこと
を再度確認してください。

変数の値を確認する
プランが使用する変数セットを作成している場合、間違った変数値を入力していること
がよくあります。たとえば、ドメイン名の代わりにクラスタ名を間違って入力している
などです。

ポートが利用できない
変数セットでポートを入力する際に、ターゲットホストでそのポートが利用可能である
ことを確認します。

アプリケーションのインストール時に起きるコンポーネント
ディレクトリ名前空間の問題
ユーザー独自のアプリケーションを使用する場合、com.sun.sjsas81名前空間は無効で
す。アプリケーションのコンポーネントディレクトリを入力するとき、デフォルトでは
com.sun.sjsas81が選択されているため、必ず、名前空間を変更してください。

インストール時の問題
プラグインコンポーネントをインストールしようとしたときにエラーが発生した場合、
sourceImage変数が指すディレクトリに Sun Java SystemApp Serverの有効なインストール
イメージが格納されていることを確認してください。

プラグインの削除の問題
プラグインを削除する前に、非表示のコンポーネントもアンインストールまたは削除す
ることに注意する必要があります。プラグインの削除に関する詳細は、プラグインをイ
ンポートすると得られる ReadMe.txtファイルを参照してください。
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